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Waves Array 機能の概要

Teledyne RD Instruments 社が自信を持って推奨する

波浪計測機能 「Waves Array ( ウェーブス アレイ )」 は

費用対効果に優れたセンチネル V アップグレード機能です。

Sentinel V Waves Array

  ・本機能の追加により一台のSentinel Vで流向流速と波浪の高精度同時計測が

　　可能になります。

  ・ 鉛直ビームの採用により従前のWorkhorse Waves Arrayに比べ、

　　より小さな波も検出可能です。（最小検出可能波高2cm）

  ・ 「Sentinel V Waves Array」はADCP各ビームの各計測層を空間的に展開された　

　　複数の流速センサーに見立て、最大25個の時系列データから波浪パラメータの

　　演算を行うTRDI社の特許技術（米国）です。

　　到来方向の異なる波が複数存在する複雑な場においても、

　　波高、周期、波向など各波浪諸元の演算に威力を発揮します。

波浪計測機能をアップグレードさせることにより、

1 台のセンチネル V ADCP で波と流れの 2 つの観測を

同時に行う事ができます。

波浪計測では 「サーフェーストラック （超音波到着時間による

海面距離）」、 「水粒子速度」、 「圧力」 の 3 つの手法を同時

に用いて、 『波高、 波向、 周期』 を計算します。

また、 計測したデータは全て記録されており、

解析時に使用する手法を選択する事ができます。

Velocity WavesMon解析画面



•   
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仕様
センチネルV 周波数

ビーム角 25 °
ビーム数
耐圧 200 m
測流分解能
測流範囲
設定層数
ピング発信間隔
無線通信
内蔵メモリー

波浪演算パラメーター 主なデータソース
波高
周期
波向
カスタム

最小計測周期 サーフェーストラック 水粒子速度による
設置水深 (m) による計測 方向スペクトル演算
　5m 1.0 秒 1.6 秒
　20m 1.0 秒 3.3 秒
　80m 1.0 秒 6.5 秒

最小計測波高 サーフェーストラック 水粒子速度による
モデル による計測 方向スペクトル演算
　V20 2.0 cm 17.2 cm
　V50 5.0 cm 34.3 cm
　V100 10.0 cm 68.7 cm

推奨設置水深 モデル 水深
　V20 2 m ~ 15 m
　V50 5 m ~ 40 m
　V100 10 m ~ 80 m

演算用データ 流速 長期測定精度 ±0.3% または ±0.3 cm/s（S20、S50）
±0.5% または ±0.5 cm/s（S100）

確度 センチネルVのカタログを参照
サーフェーストラック 精度 1.0 % FS

確度 設定層厚/15
水圧計 精度 0.1 % FS

確度 1/50,000 FS
コンパス 精度 ±2.0 °

確度 ±0.5 °

ソフトウェア プランニング
解析/モニタリング
描画/テキスト変換

Tp,  T1/3,  Tmean,  他
Dp

Hsea  Hswell  Tsea  Tswell  Dsea  Dswell

最大 4 Hz
IEEE802.11b/g/n
16 GB MicroSDカード

Hs,  H1/3,  H1/10,  Hmean,   他
水粒子速度、圧力、海面までの距離

1000kHz（S20) 、500kHz（S50)、 300kHz（S100)

0.1 cm/s
±5 m/s（標準）、±20 m/s（最大）
最大 255 層

5ビーム

WavesView︓波浪解析、グラフィック表示、テキスト変換、画像変換

Ready V︓観測設定ファイル作成、データ容量・消費電力などの事前把握
Velocity WavesMon︓リアルタイムモニタリング、データ記録、後処理


